
近
代

日
蓮
宗

に
お
け
る

「充

沿
園
教
学
」

の
意

義

小

野

文

玩

は

じ
め
に

こ
こ
で
い
う

「近
代
日
蓮
宗
」
と
は
、
明
治
維
新
期
の
廃
仏
殿
釈
の

嵐

の
中
で
、

い
ち
は
や
く
近
代
化
を
成
し
遂
げ
た
日
蓮
系

の
受
不
施

一

致
派
教
団
を

い
う
。
近
世
江
戸
期
初
頭
に
各
日
蓮
門
流
が
合
流
し
て
再

編
成
さ
れ
た
日
蓮
門
下
の
主
流
受
不
施

一
致
派
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ

て
本
派
と
し

て
展
開
し
た
が
、
維
新
の
混
乱
の
中
で
存
亡
の
危
機
に
み

ま
わ
れ
た
。
他

の
既
成
教
団
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
、
『
神
仏
分
離
史
料
』

等
に
よ
れ
ば
未
曾
有
の
大
事
件
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
平
田
篤
胤

か
ら
特
に

「神
敵

二
宗
」
と
名
指
し
で
罵
倒
さ
れ
目
の
敵
に
さ
れ
た
日

蓮
宗
で
あ
る
。
そ
の
平
田
派
の
復
古
神
道
を
背
景
と
し
た
新
政
府
の
神

道
国
教
政
策

が
断
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
日
蓮
宗
が
恐
慌
状
態
に
落
ち

入

っ
た
の
も
無
理
は
な
か

っ
た
。
ち
な
み
に
、
平
田
鉄
胤

・
延
胤
、
大

国
隆
正
、
矢
野
玄
道
、
福
羽
美
静
等
多
く
の
篤
胤
門
下
が
新
政
府
の
神

祇
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
初
期

の
宗
教
政
策
を
遂
行
し
た
こ
と
は
桜
井

匡
著

『
明
治
宗
教
史
研
究
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗

に
対
し
て

は
早
く
も
明
治
元
年
十
月
に
日
蓮
の
大
曼
茶
羅
本
尊

の
書
式
に
ま
で
干

(
1
)

渉
し
た
太
政
官
布
達
が
出
さ
れ
、
神
敵
意
識
が
露
骨

に
示
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
廃
仏

の
危
機

に
惰
眠
を
食

っ
て

い
た
仏
教
界
も
覚
醒

し
、
各
教
団
で
憂
宗
護
法

の
指
導
者
が
教
団
改
革

を
断
行
し
、
時
代
の

進
展
に
対
応
し
て
い
っ
た
。
神
敵
二
宗

の
真
宗
に
は
島

地
黙
雷

(
一
八

三
八
-
一
九
一
一
)が
、
日
蓮
冶不
に
は
」新
居
日
薩

(
一
八
三
〇
-
一
八
八
八
)

が
頭
角
を
現
し
、
新
政
府
の
宗
教
政
策
と
対
決
し
た
の
で
あ
る
。

今
コ
ノ
排
仏
ノ
国
家
ノ
大
害
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ハ
誰
力
僧
侶
二
及
フ
モ
ノ
ア

ラ
ン
ヤ
故
二
僧
徒
ノ
弊
ノ
改
ム
ヘ
ク
仏
教
ノ
益
ノ
用
フ
ヘ
キ
所
以
ヲ
別
本
二

詳
細
二
之
ヲ
論
ス
、
コ
ノ
趣
旨
領
知
シ
玉
ハ
ル
コ
ト
満
朝
急
務
タ
ル
ヘ
シ
因

(
2
)

テ
忠
止ロ
シ
奉
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。

四
十
六
歳

の
新
居
日
薩
が
中
心
と
な

っ
て
、
当

時

の
各
宗

の
代
表

者
、
浄
土
宗
福
田
行
誠

(七
十
二
)、
真
言
宗
密
道
応

(七
十
)、
曹
洞
宗

諸
嶽
変
堂

(七
十
一
)、
臨
済
宗
荻
野
独
園

(五
十
八
)
が
連
署
し
て
政
府

に
提
出
し
た
明
治
八
年

一
月

の
建
白
書

で
あ
る
。
真
宗
が
こ
の

「諸
寺

院
連
名
建
白
書
」
に
参
加
し
て
い
な
い
の
は
、
島

地
黙
雷

の
提
唱
に
よ

近
代
日
蓮
宗

に
お
け
る

「
充
治
園
教
学
」

の
意
義

(
小
 
野
)
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近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る

「
充
治
園
教
学
」
の
意
義

(小
 
野
)

っ
て
大
教
院
分
離
運
動

の
別
行
動
を
と

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
翌
月

大
教
院
が
解
散
す
る
や
、
受
不
施

一
致
派
管
長

日
薩
は
日
蓮
宗
教
団
を

統
合
し
、
宗
会
を
開
催
し
て
宗
内
規
約
十

ケ
条

を
発
布
、
翌
明
治
九

年
、
現
在
の
身
延
山
を
総
本
山
と
す
る
教
団
の
、
単
称
、

つ
ま
り
派
名

の
付
か
な
い

「
日
蓮
宗
」
と
い
う
宗
名
を
公
称
し
た
。
本
論
考
で
は
、

こ
の
再
出
発
し
た

「日
蓮
宗
」
の
原
動
力
と
み
ら
れ
る
明
治
維
新
期

の

日
蓮
宗
教
団
の
思
想
的
特
質
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一近
代
日
蓮
宗

の
特
徴
的
な
活
動
を
い
く
つ
か
具
体
的
に
あ
げ
て
み
る

と
(
1
)
明
治
初
期
の
仏
教
連
合
運
動

で
あ
る

「
諸
宗
同
徳
会
盟
」
に
参
加

し
、
積
極
的
に
仏
教
の
改
革
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
。
関
東
の

「同
徳
会
盟
」
は
明
治
二
年
四
月

二
十
五
日
に
芝
増
上
寺
で
初
会
合
が

あ
り
、
浄
土
宗
の
鵜
飼
徹
定
を
盟
主
と
し
、
浄
土
の
福
田
行
誠
、
真
言

の
高
岡
増
隆
、
釈
雲
照
。
曹
洞

の
諸
嶽
変
堂
。
臨
済
の
今
川
貞
山
。
天

台
の
多
田
孝
泉
等
三
十
三
名
が
参
加
し
た
。
日
蓮
宗

か
ら
は
河

田
日

因
、
新
居
日
薩
等
が
加
盟
し
て
い
た
。
明
治
二
年
五
月
十
七
日
、
仏
教

改
革
運
動

の
中
で
も
特
筆
す
べ
き

「日
蓮
宗
建
言
」
が
、
日
薩
等
に
よ

っ
て
新
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

「寺
院
僧
侶
ノ
多
キ
ハ
却
テ
其
法
衰
廃
ノ
基
ニ
モ
相
成
候
得
バ
、
合
寺
ノ
沙

汰
、
度
牒
ノ
法
、
厳
シ
ク
成
シ
下
サ
レ
候
様
存
奉
候
」

と
述
べ
て
、
釈
迦
の
本
旨
を
取
り
失
い
、
狐
狸
の
巣
窟

と
な

っ
た
寺

院
、
無
学
遊
民
の
僧
を
淘
汰
し
、
仏
教
の
弊
を

一
掃
す
べ
き
で
あ
る
と

断
じ
、
具
体
的
に
五
ヶ
条

の
試
験
問
題
を
作

っ
て
、
こ
れ
を
全
国
の
僧

(3
)

侶
に
課
し
て
選
抜
す
る
こ
と
を
建
言
し
て
い
る
。
政
府
に
は
容
れ
ら
れ

な
か

っ
た
が
、
そ
の
反
響
は
大
き
か

っ
た
よ
う

で
廃
仏
の
弾
圧

の
中

の

自
己
改
革
と
し
て
、
「会
盟
」
八
ケ
条

の
う
ち
、

旧
弊

一
洗

の
論

に
拍

車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
(
2
)
新
政
府
の
神
道
国
教
化
政
策
に
反
対
し
て

抗
議
行
動
を
起
し
て
い

っ
た
こ
と
。
明
治
元
年
、
参
議
大
久
保
利
通
に

朗
怪
寺
河
田
日
因
は
短
刀
を
隠
し
て
決
死
の
覚
悟
で
談
判
に
い
き
、
廃

仏
の
暴
挙
を
戒
し
め
て
い
る
。
日
因
の
伝
に
よ
る
と
大
久
保
は
五
年
以

(
4
)

内
に
是
正
を
約
し
た
と
い
う
。
池
上
本
門
寺
山
内
新
居
日
薩
は
明
治
二

年
五
月

「池
上
学
寮
建
言
」
を
奉
呈
し
、
神

・
儒

・
仏
三
教
鼎
立
論
を

主
張
し
て
、
新
政
府
の
、
「中
世
以
降
人
心
倫
薄

外
数

(仏
教
の
こ
と
)

コ
レ
ニ
乗

シ
皇
道
ノ
陵
夷
終

二
近
時
ノ
甚

シ
キ

ニ
至
ル
」
と
い
う
仏
教

(
5
)

排
斥

の

「皇
道
興
隆
」
御
下
問
書
に
反
駁
し
て

い
る
。

こ
の
三
教
鼎
立

論
は

「会
盟
」
八
ヶ
条

の
四
項
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
久

一
氏
の

近
代
仏
教
の
整
理
か
ら
す
れ
ば
、
先
の

「日
蓮

宗
建
言
」
や

「池
上
学

寮
建
言
」
は
保
守
的
な
仏
教
国
益
論
の
範
躊
に
入
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ

(6
)

な
い
。
確
か
に
現
在
の
時
点
か
ら
見
れ
ば
、
時
代
に
阿
訣
す
る
仏
教

の

弁
明
論
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
廃
仏
論
を
仏
教

の
堕
落

が
引
き
起
し
た
も
の
と
の
痛
切
な
反
省
に
立

っ
て
、
仏
教
の
自
己
改
革

を
ま
ず
内
外
に
訴
え
、
そ
の
上
で
仏
教
の
国
益
を
主
張
し
て
、
新
体
制
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へ
の
転
換
期
に
切
り
捨
て
ら
れ
よ
う
と
し
た
危
機
を
脱
が
れ
よ
う
と
し

た
意
識
は
、
実
際
そ
の
主
張
が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た

こ
と
で
、
日

本
仏
教

の
近
代
化
の
推
進
力
に
な

っ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
3
)
会
盟

に
参
集
し
た
英
明
な
指
導
者
達
は
、
仏
教
の
復
興
は
教
育
に

あ
り
と
、

一
様
に
改
革
の
主
眼
を
定

め
て
い
た
。
(二
百

宗
教
書
研
霰
の

論
、
六
新
規
学
校
営
繕
の
論
、
七
宗
々
人
材
登
庸

の
論
)。
日
蓮
宗

も
全
国

に
学
制
を
敷
い
て
人
材
養
成
、
人
材
登
用
を
実
行
し
て
い
っ
た
。
明
治

五
年
に
宗
門
教
育
機
関
を
統

一
整
備
し
、
新
し
い
文
明
開
化
の
時
代
に

(
7
)

ふ
さ
わ
し
い
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
や
教
科
書
が
定
め
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
英

語
学
が
重
視
さ
れ
、

コ
ル
ネ
ル
の
地
理
書
、
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
の
小
合
衆

国
史
、
パ
ー
レ
ー
の
万
国
史
等
が
学
年
に
よ

っ
て
読
ま
れ
て
い
た
。

こ

の
芝
に
設
立
さ
れ
た
本
校
が
、
日
蓮
宗
大
檀
林
、
日
蓮
宗
大
学
、
立
正

大
学
と
変
遷
し
て
い
く
。

こ
の
日
蓮
宗

の
近
代
教
育

の
出
発
点
で
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
学
の
課
程
で
テ
キ
ス
ト
が
幕
末
の
優
陀
那
日
輝

と
い
う
宗
学
者
の
著
書
で
統

一
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
こ
で
思
想
の
統

一
が
計
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
考

究
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。
④
対
社
会
的
に
は
、
明
治
初
期

の
仏
教
社

会
福
祉
事
業
と
し
て
大
き
な
評
価
を
受
け
て
い
る

「福
田
会
」
に
創
立

時
よ
り
巨
蓮
宗
が
中
核
と
な
り
、
各
宗
協
調
し
て
こ
の
事
業
を
発
展
さ

せ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
管
長
新
居
日
薩
は
福
田
会
育
児
院
初
代
会

長
に
就
任

し
、
三
度
重
任
し
て
経
営
に
腐
心

し
て

い
る
。
そ

の
他

幹

事

・
評
議
員
に
多
く
の
日
蓮
宗
住
職
が
就
き
、
私
費
を
投
じ
て
孤
児
の

扶

養

を

行

っ
た

。

「
夫
天
下
之

博
貧

児
之
霧

悉
救
レ
之
而
尽
養

レ
之

亦

太

難

 
。
錐

レ
然

為

レ
山

基
二
於

一
篭

一行
レ遠

必
自
二
一
歩

幻
今
此
育
児
院
縷
開
二
業
於
東

京

一
日

未
二
九

旬

一而
救
二
育
之

一已
至
二
幾
許
児

一。
狐

々
之
声
聞
一手

各
地

一然
則

数

年

後

従
レ

(8
)

府
至
レ県
子
レ郡
干
レ国
漸
遍
二海
内
一而
救
二育
之
こ

日
蓮
宗
の
本
格
的
な
福
祉
事
業
と
し
て
は
七
百
年
の
歴
史
の
中
で
唯

一
の
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
治

六
年
千
葉
監
獄
が
設
け

ら
れ
る
や
、
日
蓮
宗

の
指
導
者
は
監
獄
布
教
を
志
し
て
県
内
各
宗
派
の

寺
院
と
協
力
し
て
監
獄
説
教
を
開
始
し
た
。
東
奔
西
走
し
た
新
居
巨
薩

は
教
講
師

の
始
祖
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
⑤
明
治
十
二
年

一
月
和
敬
会
が

各
宗
融
和
と
仏
教
振
興
運
動
を
目
的
と
し
て
各
宗
の
高
僧
を
集
め
て
創

立
さ
れ
た
。
日
蓮
宗
が
管
長
を
始
め
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
宗
の
僧
侶

と
並
ん
で
大
衆

の
仏
教
啓
蒙

運
動
を
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
仏
教
各
宗
共
立
の
高
等
普
通
学
校
の

設
立
に
発
起
人
と
な

っ
て

一
般

の
子
弟
の
教
育
に
も
乗
り
出
し
、
楽
善

会
盲
唖
教
育
に
全
面
的
に
後
援
し
て
い
っ
た
の
も
当
時
の
日
蓮
宗
幹
部

で
あ

っ
た
。
仏
教
教
団

の
中

で
最
も
閉
鎖
的
で
狂
信
的
頑
迷
教
団
と
見

ら
れ
て
い
る
日
蓮
宗
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
柔
軟

で
開
明
的
な
行
動
が

と
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二

明
治
維
新
期
の
日
蓮
宗
の
動
き
を
み
て
い
く

と
、
「
念
仏
無
間
、
禅

近
代
日
蓮
宗

に
お
け

る

「
充
治
園
教
学
」

の
意
義

(
小
 
野
)
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近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る

「
充
治
園
教
学
」
の
意
義

(
小
 
野
)

天
魔
、
真
言
亡
国
、
律
国
賊
」
の
四
箇
格
言
を
旗
印
に
、
逆
化
折
伏
、

国
家
諌
暁

に
よ
り
教
線
を
張

っ
て
き
た
過
去
の
日
蓮
宗
教
団
と
の
著
し

い
相
違
に
途
惑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
事
実
、
こ
の
四
箇
格
言
に
つ
い
て

は
、
神
仏
合
併
大
教
院
時
代
、
非
常
時
に
仏
教
徒
は
互

い
に
他
宗
を
攻

撃
す
る
の
は
慎
も
う
と
の
約
定
を
交
わ
し
た
際

問
題

に
な
っ
た

と
い

う
。
そ
の
時
、
各
宗

の
周
施
役
大
内
青
轡

(
一
八
四
五

一
九

一
八
)

が
、
「仏
を
念
ず
る
こ
と
間

ハ
ひ
ま
)
無
け
れ
ば
、
天
魔
も
禅

(
し
ず
か
)

な
り
。
真

(ま
こ
と
)
に
亡
国
と
言

っ
て
、
国
賊
を
律
す
べ
し
」
と
読
み

方
を
変
え
れ
ば
お
互
い
に
手
を
握
れ
る
で
は
な
い
か
と
提
案
し
た
と
こ

ろ
、
日
薩

が
苦
笑
し
な
が
ら

「よ
か
ろ
う
」
と
言

っ
た
と
い
う
。

こ
れ

(
1
0
)

は
大
内
青
轡
の
息
子
の
思
い
出
の
記

で
あ
る
が
、

こ
の
話
題
は
大
変
な

関
心
を
よ
ん
だ
よ
う
で
、
当
時
は
ま
だ
若
輩

で
大
教
院
に
詰
め
て
い
た

真
宗
の
硯
学
南
条
文
雄
博
士
が
、
そ
の

『懐

旧
録
』

の
中

で
、
「
法
華

宗
の
日
薩

と
い
う
人
が
四
箇
格
言
の
新
訓
点
を
発
明
し
た
。
仏
を
念
ず

れ
ば
間

(
ひ
ま
)
無
く
、
天
魔
禅

(
し
ず
か
)
な
り
。
言

(げ
ん
)
真

(ま

こ
と
)
な
れ
ば
国
を
亡
す
、
国
の
賊
律

(お
さ
)
ま
る
」
と
、

こ
の
逸
話

は
苦
し
ま
ぎ
れ
の
戯
語
が

一
人
歩
き
を
し
た
と
思
う
が
、
当
時
の
日
蓮

宗
の
指
導
者
の
本
音
も
表
し
て
い
る
と
思
う
。

で
は
宗
祖
の
四
箇
格
言

に
目
を
つ
ぶ
っ
て
も
時
代
に
適
応
し
よ
う
と
し
た
、
日
蓮
宗
の
思
想
が

ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三

新
居
日
薩
を
始
め
と
す
る
維
新
期
に
輩
出
し

た
日
蓮

宗

の
指
導

者

は
、
主
に

「充
沿
園
」
と
い
う
学
塾

の
出
身
者

で
あ
る
。
充
沿
園
は

一

八
三
三
年

(
天
保
四
)、
近
代
日
蓮
教
学

の
祖
と
称

さ
れ
る
優
陀
那
院
日

輝

(
一
八
〇
〇
-
一
八
五
九
)
が
、
加
賀
金
沢
立
像
寺
に
設
立
一し
た
私
塾

で
、
長
州
の
松
下
村
塾
に
比
さ
れ
る
ほ
ど
、
教
団
再
生
に
大
き
な
役
割

(
1
1
)

を
果
し
た
。
宗
政
的
な
面
の
み
な
ら
ず
、
彼
等

は
師
日
輝
の
宗
学
を
継

承
発
揚
し
、
優
陀
那
宗
学
が
日
蓮
宗
教
学
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
信

念
に
燃
え
、
教
育
機
関
を
掌
握
し
、

つ
い
に
教
団

の
正
統
教
学
に
定
め

る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
日
蓮
宗
教
団
で
第

二
中
興

の
三

師
と
尊
称
さ
れ
る
新
居
日
薩

・
吉
川
日
鑑

・
三
村

日
修
が
、

こ
の
充
治

園
学
派
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
因
に
第

一
中
興
の
三
師
と
は
、
前

述
し
た
近
世
初
頭
の
教
団
の
改
革
者
日
重

・
日
乾

・
日
遠
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
近
世
と
近
代
両
中
興
の
三
師
と
の
間

に
は
思
想
的
に
強
い
脈

絡
を
も

っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る

「日
蓮
宗
」
と
他

の
日
蓮
系
門
下
と
の

相
違
は
、

こ
の
二
度
に
わ
た
る
教
団
の
方
向
修
正
を
主
な
原
因
と
し
て

い
る
。
で
は
二
度
の
改
革
の
基
調
、
主
軸
と
な

っ
た
教
条
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。
結
論
的
に
い
え
ぱ
、
日
蓮
教
団
の
摂
受

・
折
伏
論
の
う
ち
、
摂

受
主
義
を
と

っ
て
教
団
の
舵
を
執

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ

と
は
、
す
で
に
各
師
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
近

代
日
蓮
宗
に
お
け
る
充
沿
園
教
学
の
摂
受
主
義
と

い
う
テ
ー
マ
は
日
蓮

宗
教
学
史
で
は
大
き
な
意
味
を
持

つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

優
陀
那
日
輝

の

「摂
折
進
退
論
」
、
即
ち
宗
祖

の
草
創

の
時

と
は
時
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代
が
違
う
。
末
法
の
五
百
年
は
す
で
に
終

っ
た
、
現
在
は
文
華
の
時
代

で
あ
り
、
摂
受
を
進
め
て
折
伏
は
退
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
は
、

ハ

ノ

ハ

ニ

ク

「立

正
安
国

一
時
権
巧
。
於
二
今
時

一全
無
レ
用
乎
」

と

日
蓮

の

『
立

正

安

国

論

』

も
折

伏

の
書

で
あ

る

と

い

う

こ
と

で
否

定

(
1
2
)

す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
思
想
を
日
蓮
自
身
の
教
義
か
ら
批
判
す
る
こ

と
は
容
易

で
あ
り
、
「時
代
の
変
遷
に
安
易
に
節
を
曲
げ
る
優
陀

那
学

(
1
3
)

説
は
不
純

で
あ
る
」
と
弾
劾
し
た
田
中
智
学
は
正
論

と
も
思
え
、
「極

(
14
)

端
な
修
正
主
義
者
、
祖
意
を
歪
め
る
も
の
」
と
後
世
か
ら
攻
撃
さ
れ
る

の
も
当
然

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
日
輝
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
を
承
知

の
上
で
敢
え
て
発
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
教
学
を

一
言
で
評
せ

ば

「合
理
主
義
、
開
明
主
義
」

の
語
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
合
理
主
義
と
は
、
彼

の
言
葉
を
用

い
れ

ば

「
道
理

の
学
」
で
あ
り

「実
義
の
学
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
仏
教
の
経
典
に
述
べ
ら
れ
た
教
相

を
方
便
と
し
て
そ
れ
に
拘
わ
ら
ず
、
経

の
心
を
観
て
、
道
理
に
か
な

っ

た
解
釈
を
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
彼
は
当
時
紹
介
さ
れ
始
め

た
西
洋
の
科
学
に
も
目
を
向
け
、
近
代
合
理
主
義
の
精
神
、
儒
教
的
実

学

と
よ
ぶ
方
が
相
応
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
虚
を
嫌
い
実
を
尊
ぶ
理

性

に
従
い
、
仏
教
の
須
弥
山
説

・
八
大
地
獄

・
六
道
輪
廻
な
ど
を
奇
談

と
し
て
否
定
し
て
、
「
実
道
の
宗
要
」
を
明
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
は

「
予
が
毎

二
其

ノ
教
学

二
於

テ
事
実

ノ
道
理
ヲ
先
ト
シ
テ
教
相

(
1
5
)

学

ヲ
セ
廃

ン
ト
ス
ル
義
務
ナ
リ
」
と
い
う
信
念
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
今

ま
で
の
日
蓮
宗
の
教
条
主
義
と
対
峙
す
る
自
由

な
観

心
主
義

の
傾
向

で
、
経
文
や
先
師
の
軌
範
に
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
身
是
仏
の
証
道

実
践
を
そ
の
時
代
に
応
じ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と

い
う
柔
軟
か
つ
積
極

的
な
修
正
主
義
者
で
あ
る
。
当
然

こ
の
眼
で
み
れ
ば
、
日
蓮
宗
だ
け
が

正
し
い
と
い
う
の
は
、
事
実
の
道
理
か
ら
遊
離
し
て
お
り
、
ま
た
仏
教

だ
け
が
宗
教
で
は
な
く
、
儒
教

・
神
道
も
そ
れ
ぞ
れ
国
家
に
有
用
な
教

え
で
あ
る
と
の
現
実
認
識
が
生
じ
る
。
彼
の
弟
子

が
四
箇
格
言
を
し
ま

っ
て
、
他
宗
と
仏
教
全
体
の
運
命
を
担

っ
た
の
も
、
三
教
鼎
立
論
で
時

代
に
即
応
し
よ
う
と
し
た
の
も
、
忠
実
に
師

の
教
え
を
実
行
し
た
に
外

(
1
6
)

な
ら
な
い
。
優
陀
那
の
開
明
主
義
と
は
、
彼
は

「南
面
の
学
」
と
い
う

語
を
作

っ
て
説
明
し
て
い
る
が
、
「
近
世
人
文
開
化
」
の
世

に
積
極
的

に
文
化
を
開
い
て
、
天
下
国
家
を
導

い
て
い
こ
う
と
す
る
進
取

の
精
神

に
支
え
ら
れ
た
仏
教
の
新
生
論
で
あ
る
。
仏
教
の
退
廃
堕
落
を
痛
憤
し

て
、
仏
徒
は
天
下
の
大
眼
目
に
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
、
江
戸
期

の
排

仏
論
を
治
病
の
真
薬
と
み
て
、
世
上
文
華
盛
昌

の
機
運
に
乗
じ
て
仏
教

の
英
智
を
光
り
輝
や
か
し
、
四
海
を
統
御
す
る

の
が
新
時
代
の
仏
教
で

(
1
7
)

あ
る
と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。
彼

の
門
下
が
、
明
治

の
新
時
代
に
多
方

面
に
わ
た

っ
て
仏
教
の
啓
蒙
運
動
に
従
事
し
た

の
は
、
日
蓮
の
門
下
に

は
珍
し
い
が
充
沿
園
の
出
身
者
と
し
て
は
当
然

の
活
動
だ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

お
わ
り

に

こ
の
よ
う
な
開
明
的
教
育
を
受
け
て
成
長
し
た
充
治
園
の
門
下
生
が

近
代

日
蓮
宗
に
お
け
る

「
充
治

園
教
学
」

の
意
義

(
小
 
野
)
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近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る

「充
治
園
教
学
」
の
意
義

(
小
 
野
)

教
団
を
牛
耳

っ
た
の
で
あ
る
。
宗
風

一
変
し
、

一
時
教
団
の
近
代
化
は

急
速
に
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
充
沿
園
学
派
の
頭
領
と
い
う
べ
き
文

明
院
日
薩

が
明
治

二
十

一
年
に
死
ぬ
と
、
充
沿
園
の
理
想
と
し
た
教
団

の
改
革
は
頓
挫
し
、
や
が
て
侵
略
主
義
を
唱
え
て
優
陀
那
宗
学
を
攻
撃

す
る
田
中
智

学
の
前

に
影
を
ひ
そ
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
近
代
日
蓮
宗

に
お
け
る
充
沿
園
教
学
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
実
は
充
沿
園
門
下
が
皆

宗
門
経
営
と
い
う
行
政
面
に
携

わ
っ
て
、
師

の
教
学
を
公
刊
訓
古
す
る

の
み
で
終

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
権
威
の
み
加
算
さ
れ
て
、
日
輝
の

最
も
嫌

っ
た
空
虚
な
古
典
宗
学
に
堕
し
て
そ
の
後

の
時
代
変
化
に
と
り

残
さ
れ
て
し
ま
い
、
教
学
そ
の
も
の
が
不
透
明
と
な
り
、
そ
の
検
討
が

今
日
ま
で
持

ち
こ
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

1
 
王
政
御
復
古
、
更
始
維
新
之
折
柄
、
神
仏
混
清
之
儀
、
御
廃
止
被
仰
出

候
処
、
於
其
宗
ハ
、
従
来
三
十
番
神
ト
称
シ
、
皇
祖
天
神
ヲ
奉
始
其
他
之

神
舐
ヲ
配
祀
シ
、
且
曼
陀
羅
ト
唱
へ
、
天
照
皇
大
神
、
八
幡
大
神
等
之
御

神
号
ヲ
書
加
へ
、
剰
へ
死
体

二
相
着
セ
候
経
帷
子
等
ニ
モ
神
号
ヲ
相
認
候

事
、
実
不
謂
次
第
二
付
、
向
後
禁
止
被
仰
出
候
…
…
(
『
明治
維
新
神
仏

分
離
史
料
』
第
一
巻
所
収

「太
政
官
ヨ
リ
法
華
宗
諸
本
寺
へ
達
」
)。

2
 
清
小
竜
山
編

『
新
居
日
薩
』
所
収
。
編
者
は
尺
憤
よ
り
日
薩
原
案
を
推

定
。

3
 
牧
野
内
寛
清

『明
治
仏
教
史
上
に
於
け
る
新
居
日
薩
』
所
収
。

4
 
馬
田
行
啓
著

『
日
蓮
門
下
高
僧
列
伝
』
所
収
。

5
 
「神
令
二
以
知
7
本
儒
令
二以
資
ツ政
仏
令
二以
安
7民
。
ソ
ノ
為
レ教
ノ
方
法

錐
レ異

ソ
ノ
所
二以
為
7善
者
一
也
」
(前
掲
牧
野
内

『
日
薩
』
所
収
)。

6
 
吉

田
久

一
著

『
日
本

の
近
代
社
会

と
仏
教
』

四
四
頁

以
下
。

芝
二
本
榎
承
教
寺
に
大
教
院
、
全

国
に
中
教
院
小
教
院
宗
学
所
を
設
立

更

に
沙
弥
校
を
全
国
に
企

画
。
大
教
院

は
上

・
中

・
下
等
科

に
分

か
れ
九

年
制
。
『
日
蓮
宗
事
典
』
参
照
。

8
 

「
福
田
会
育
児
院
祈

願
式

祝

詞
ー

日
薩
」
(
前

掲

牧

野

内

『
日

薩
』
所

収
)
。
福
田
会
に

つ
い
て
は
吉
田
久

一
著

『
日
本
近
代
仏
教
社
会
史
研
究
』

並

に
清
水

『
日
薩
』

の
尺
履
類
参
照
。

9
 
『
日
蓮
主
義
』
十

一
巻
六
号
所
収
、
大
平
玄
秀

「
教
講
師

の
始

祖

日

薩

上
人
」
。

10
 
前
掲
清
水

『
日
薩
』
所

収

「
薩
師

と
父
青
攣
」
。

11
 
拙
稿

「
優
陀
那

日
輝
」

(『
近
代

日
蓮
教
団

の
思
想

家
』
)、
「
優

陀

那

日

輝
研
究

ノ
ー
ト
」
(
『
日
蓮
教

学
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
)
、
「
新
居

日
薩
」

(『
日
蓮
宗
池
上
法
類
神
楽

坂
法
縁
史
』
)
参
照
。

12
 

「
妙
宗
破
無
明
論
」
(
充
沿
園

全
集

四
-
四
〇
九
、
以
下
充
全
と
略
)
。

13
 

「
余
が
見

た
る
明
治

の
日
蓮

教
団
」
(
昭
和
八
年
刊

『
現
代
仏
教
』

十
周

年

記
念
号
所
収
)
。

14
 

戸
頃
重
基
著

『
近
代

日
本

の
宗
教

と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
』
。

15
 

「
学
仏
具
眼
抄
」
充
全

四
-
三

五

四
、
「
庚

戌

雑

答
」

充

全

四
-

三

七

九
。

16
 
「
四
句
格
言
弁
」
充

全
四
-
三

〇

八
。

17
 
「
学

仏
具
眼
抄
」
充
全

四
-
三

六

〇
、
「
庚

戌

雑
答
」

充
全

四
-

三

七

〇
。

(立

正
大
学
助
教
授
)
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